
DB管理画面です。初回接続時はこの画面が開きます。 

メニューの開閉ボタンです。 

変更内容の取り消し／確定を行うボタンです。 

変更がない場合は押せません。 

ここで選択したデータベースに接続し、表一覧画面に遷移します。 

データベース名を変更できます。ここで編集したデータベース名は、こ

のサイトでのみ、有効となります。 

データベースの表示順を変更できます。 

データベースをEXPORTします。 

データベースを削除します。 

データベースを追加します。 

データベースをIMPORTします。 

本ツールでEXPORTしたDBファイルであれば、IMPORT可能です。 

他ツールで作成したDBファイルの場合、ｼｽﾃﾑTABLEのスキーマ等が

EXPORT済みのDBファイルです。 

1日経過すると、次回接続時に古いファイルは削除されます。 

削除したDBファイルも、同様に1日の間はここからダウンロード可能で

す。 



表一覧画面です。 

接続中のDB名です。長い場合は末尾が表示されません。 

DB管理画面へ遷移します。 

表管理画面へ遷移します。 

関連付け設定画面へ遷移します。 

このDBで利用可能な表の一覧です。 

Parentは、関連付けられた列のうち、相手側のみがユニークである場

合、Siblingは、関連付けられた列のうち、自身および相手側がユニー

クである場合、Childは、関連付けられた列のうち、自身側のみがユ

ニークである場合、relativeは、関連付けられた列がいずれもユニーク

でない場合、に表示されます。 

Parent,Siblingに該当する表は、一覧表示の際に結合し表示されます。 

関連付けられた表は、個別データ画面から遷移が可能です。 

列をクリックすると、検索一覧画面に遷移します。 
 
 

ソート文字列設定管理画面へ遷移します。 



検索一覧画面(閲覧モード)です。 

表示中の表名です。長い場合は末尾が表示されません。 

表一覧画面へ遷移します。 

一括操作モードに切り替えます。 

列をクリックすると、個別データ画面に遷移します。 

新規レコードの追加が行えます。 

検索ウィンドウを開きます。 

ソート順を指定できます。 

ソート対象列を指定できます。 

検索結果の件数/全件数です。 

表名です。 

列名です。 

表示時に、件数が多い場合に、件数が多いが表示してよいか、と言う

旨のメッセージが表示されます。 

１０００件を大きく超えるような場合、操作や表示が重くなるケースがあ

ります。 

また、１００００件を超えるような場合、環境によっては、メモリ不足等

により、表示が行えないケースがあります。 
 



検索ウィンドウです。 

検索モードを指定します。 

検索条件を指定します。 

検索条件を削除します。 

検索条件を追加します。 

検索条件の変更をキャンセルし、ウィンドウを閉じます。 

指定した検索条件で検索を行います。 

検索条件にNOTを加えます。 

検索対象列を指定します。 



検索一覧画面（一括操作モード）です。 

閲覧モードに切り替えます。 

一括更新を行います。 

一括操作を行います。 

一括コピーを行います。 

全件を選択します。 

表示時に、件数が多い場合に、件数が多いが表示してよいか、と言う

旨のメッセージが表示されます。 

１０００件を大きく超えるような場合、操作や表示が重くなるケースがあ

ります。 

また、１００００件を超えるような場合、環境によっては、メモリ不足等

により、表示が行えないケースがあります。 
 

データを選択します。 



一括更新ウィンドウです。 

更新対象列を指定します。 

更新対象を削除します。 

更新対象を追加します。 

一括更新をキャンセルし、ウィンドウを閉じます。 

指定した内容で一括更新を行います。 

更新する値を指定します。 



個別データ画面（閲覧モード）です。 

編集モードに切り替えます。 

このレコードを削除します。 

前後のレコードに表示対象を切り替えます。 

検索結果中、何件目を表示しているか、と言う表示です。 

関連付けられた表を対象とし、このレコードの値を条件に指定し、検

索一覧画面を開きます。 

検索一覧画面に遷移します。 

このレコードの値を初期値として、新規追加モードに切り替えます。 



個別データ画面（編集モード）です。 

値の入力欄です。 

指定した値でレコードを更新します。 

前後のレコードに表示対象を切り替えます。 

関連付けられた表の一覧(全データ)を表示します。 

編集をキャンセルし、閲覧モードに切り替えます。 



個別データ画面（新規追加モード）です。 

指定した値でレコードを挿入します。 



表管理画面です。 

表の列管理画面に遷移します。 

表名の変更ができます。 

表の表示順を変更します。 

表の全データをCSVでEXPORTします。 

表を削除します。該当表の関連付け等の情報も、併せて削除されま

す。 

CSVから表にレコードをIMPORTします。レコードは追加される形で挿入

されます。 

表を追加します。 

EXPORTされたCSVの一覧です。 

1日経過すると、次回接続時に古いファイルは削除されます。 
 



列管理画面です。 

列名の変更ができます。 

表の型が指定できます。 

PrimaryKeyの指定が行えます。 

単一PK列で、Text型またはInteger型の場合は、AutoNumberの指定

が可能です。尚、単一PK列のInteger型は、AutoNumberを指定しな

かった場合も、指定時と同様に振舞います。 

Select型の場合はPKに拠らず、選択項目の編集が行えます。 

列を削除します。該当表の一意制約、関連付け等の情報も、併せて

削除されます。 

列の表示順を変更できます。 

列を追加します。 

列を指定し、一意制約を設定できます。 

一意制約が指定された列は、NULL値でない限り、同一の値を入力で

きません。 

※新規追加された列は、一度変更を確定しないと、一意制約の対象と

して指定できません。 

データ表示の際の、該当列の表示のされ方を、CSSで指定できます。 



ソート文字列設定画面です。 

画面に表示される、●●順、のような文言です。 

ソート文字列を指定します。 

各文字列の間はコンマで区切って下さい。 

ソートの表示順を変更します。 

ソート文字列を追加します。 

ソート文字列を削除します。 



関連付け設定画面です。 

対象表を２つ選択し、それぞれの該当列を指定します。 

変更する際は、editボタンを押して、編集モードに切り替えて下さい。 


